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1 まえがき
給電回路寸法の縮小化が期待できる直列給電方式を用

いたアレーアンテナでは, 単一の周波数で設計する理論
は確立されているものの [1], 広帯域特性を得る設計理論
の検討が技術課題として残されている. 一方, 直列給電
方式を用いたアンテナとして, ウェアラブルデバイスへ
の搭載を想定した 8 素子配列基板上折返し平面型八木・
宇田アンテナ (直列給電モデル) が提案されており [2],
当該アンテナの給電線路に並列給電方式を適用したアン
テナ (並列給電モデル)についても報告されている [3].
一方, アレーアンテナの給電方式を選定するためには,

給電方式の差異が放射指向性の帯域特性に与える影響を
定量的に評価しておくことが望ましい. 本報告では,直列
給電モデルと並列給電モデルの放射指向性を比較し, 給
電方式が帯域特性に与える影響を評価したので報告する.

2 アンテナ構造
FDTD法を用いた電磁界解析により最適化された直列

給電モデルの構造を図 1に示す. 厚さ 0.05 mm, ϵr = 2.2,
tanδ = 0.0009 の誘電体基板 (RT/Duroid 5880) を 2 枚
積層し, スルーホールにより折返し放射器構造を実現し
た八木・宇田アンテナを配列した. また, 並列給電モデ
ルは直列給電モデルの給電線路をトーナメント型マイク
ロストリップ線路で形成した.

3 解析結果
直列給電モデルと並列給電モデルに対する指向性利得

の方位・周波数依存性をそれぞれ 図 2, 図 3 に示す. 両
モデルの動作帯域幅を比較するために, 正面方向の利得
低下を 3 dB 未満に抑える条件 (Condition 1) とショル
ダー及びサイドローブが ±14°で -10 dB 以下となる条
件 (Condition 2) の 2 つを判定基準とした両モデルの比
帯域を 表 1 に示す. 直列給電モデルの 64-66 GHz に見
られる結果から, 必要とする比帯域が 3％ 程度である場
合には給電方式による差異は少ない.
判定基準によって比帯域は変化するが, Condition 1の

基準下では両モデルとも同等の比帯域を示している. ま
た, Condition 2の基準下では並列給電モデルが 3.8％広
い比帯域を示している.

4 まとめ
本報告では, 当該アンテナの給電方式が放射指向性の

帯域特性に与える影響を 2 種 の判定基準を用いて比較
することで, 直列給電方式が適用可能な周波数帯域幅を
検討した.
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図 1 直列給電モデルのアンテナ構造
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図 2 直列給電モデルの指向性利得
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図 3 並列給電モデルの指向性利得

表 1 各条件における指向性利得の比帯域
Model Condition 1 Condition 2

Series-Fed Mod. 14.6% 9.9%

Corporate-Fed Mod. 14.6% 13.7%
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